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 For relief of pain， 30 to 60 mg pentazocine in a single dosage was administered intramus－

cular工y to／17 patients hospitalized in the urology ward who compユained of severe pains due to

urinary calculus， malignant neoplasm， instrumentation or surgical procedure． The following re－

sults were obtained．

  1） Anaユgesic effect of pen亡azocine was observed in 93％of the total patients，

 2） Thirty milligram of pentazocine was judged to be equivalent in analgesic potency to 35

mg of meperidine and 60 mg pentazocine to 10mg morphine．

 3） ln one patient suffering from chronic pain caused by cancer of the bladder， 360 mg

pentazocine in maxi皿um was administered for 67 days，10β50 mg ill tota1， but neither sign of

addictiOn工iability nor psychomimetjc effects were observed．

 4） Analgesic effect of pentazocine began within 20 minutes in a high percentage of cases

and persisted up to four hours after its intramuscular injection．

  5） Sedation and sleeping were observed in most of cases after administration of pentazo－

cine． Therefore， it should be given with caution to the out－patients．

  6） Other side effects were infrequent． Nausea or vorniting occured in 9％， and other un－

desirable effects such as euphoria， sweating， dizziness， etc． oceured in 5％．

 泌尿器科領域における癒痛には，疾患の一症

状としておこる痺痛と内視鏡検査などの器械操

作および手術のあとに発生する野竹がある．前

者の代表的なものには結石病痛，排尿時痛およ

び悪性腫瘍の浸潤による疾痛があり，また，後

老の原因である器械操作および手術にはその侵

襲が大きいものが多く，これら泌尿器科領域の

疹痛は非常に強くしぼしぼ麻薬の使用を余儀な

くされる．しかし，高令の患者が多く麻薬の使

用には特別の注意が必要である．鎮痛効果が強

く副作用の少ない安心して使用できる薬剤の出

現が望まれる由縁である．

 pentazocineはSter！ing Winthrop Labora－

toriesで開発され，すでに英米において製品化

された新鎮痛剤で，benzazocine誘導体の一種

目あり，その鎮痛効果はmorphineに匹敵し，

しかも麻薬に伴う耽溺性，禁断現象などがない

として注目されている薬剤である．

 著者の教室では，本薬剤を前述のごとき泌尿

器科領域の痺痛に対して使用したところ，臨床

的にじゅうぶんな鎮痛効果があり，かつ有害な

副作用が少ないことを確かめえたのでその成績

を報告する．
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         対象と方法

 泌尿器科における外来および入院患者で痙痛を訴え

た症例に対して，無差別に投与したが，本稿では患者

の管理観察がじゅうぶんにできた入院患者のみを対象

とした．患者は117例で年令は8才から72才に分布

し，平均年令は38才であった．男女比は76＝4！であっ

た．対象はPentazocine 1回投与のみ112例，長期反

復投与5例であった．前老は分腎機能検査および逆行

性腎孟造影などの内視鏡操作後に発生した疹痛17例，

尿路結石による疸痛発作10例，悪性腫瘍末期の総革3

例および腎，尿管，膀胱，前立腺，尿道および陰嚢内

容などの手術後の痺痛82例であった．後老は結石疵痛

1例と悪性腫瘍末期4例であった．

 Pentazocine投与量は，1回投与群では通常30mg

筋注としたが，小児では半量，痙痛が激しいときには

60mg用いることもあった、反復投与群では疹痛を訴

えたときに30mg筋注していたが，1日ユ回で足り

る状態からしだいに増量して1回60mgユ日6回投

与の必要がある状態までさまざまであった．

         成   績

 （1）1回投与群

 1回投与群112例のうち，癒痛の緩解を得たものは

ユ04例（93％）であった（Table 1）．8例はpentazo－

cine 30mgの投与によってはじゅうぶんな鎮痛効果

は得られず，そのうち6例には他の薬剤を再投与しな

ければならなかった．この傾向は侵襲の大きな手術に

多く，腎，尿管，膀胱および前立腺の手術にみられ

た．

Table 1 Analgesic effectiveness of Pentazocine （30mg intramuscular admlnistration）

Cause of pain No． of cases Excellent Good Poor

Urological instrumentation

Urinary calCUユUS

Cancer

Operation ： Kidney

      Ureter

      Bladder

      Prostate

      b’rethr．nL

      Scrotal contents

      Others

Tota1

17

ユ0

3

18

16

ユ1

4

5

24

4

17

9

3

13

14

8

3

5

24

4

0

1

0

2

0

ユ

o

o

o

o

o

o

o

3

2

2

1

0

0

0

 112

（100％）

100 i， 4
   （93％）

8

（7％）

 Pentazocine筋注により鎮痛効果のあった 104例に

ついて筋注後効果が発現するまでの所要時間をTable

2に示した．87例が20分以内に画質の緩解をみた．20

～40分以内に．効果の発現をみたものが12例あり，

pentazocineにより効果があるものはその95％まで

が30分程度でじゅうぶんな効果が発現することが示さ．

れた．痙痛が消失してから再現するまでの時間は，30

分程度と記録されたものが4例，60分程度が16例ある

が，2時間あるいはそれ以上と記録されたものが大部

分で80％におよんだ．

 pentazocine投与による鎮痛効果以外の副作用は15

例に認められた．悪心が最も多く8例，嘔吐2例，そ

の他発汗，眩量，軽い多幸感，注射部痛各1例があっ

た（Table 3）．鎮静作用は大部分に認められ手術後の

患者はほとんどpentazocineの注射をうけ疹：痛の緩解

Table 2 Onset and duration of pain relief

Total number of patients い！2・ases

Pain reduction 104 （93％）

Onset of pain relief ：

    O一一20 minutes

   20－v40

   40一一60

   60N

Duration of paln relief ：

    O一一30 minutes

   30N60

   60－v120

   120n－180

87 （84％）

12 （12％）

4 （ 3％）

1 （ 1％）

4 （ 3％）

16 （16％）

56 （54％）

28 （27％）
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Table 3 Side effects other than sedation

 in ユ／2 cases treated with Pentazocine

541

Type Nurnber of cases

Nausea

Vomiting

Euphoria
sw’@ating 1
Dizziness l
Buzzing
          l
Pain at injection site 1

8 cases （7． 2％）

2

1

1

1

1

1

（1．8％）

（O．9％）

（O．9％）

（O ． 9％）

（O．9％）

（O．9％）

Totaユ 15 （13．5％）

とともに丁目民に陥った．

 （2）反復投与群

 疹痛が反復あるいは持続したものに繰り返して

Pentazocineを投与したものは5例であった（Table

4）．これらの患者は麻薬に対する耐性はない症例で

あった．

 症例1：39才，女．両腎結石があり，一側の腎切石

術を施行後干部に母型を形成し，三部痛がつづき，こ

れに他側の結石による痛痛が重なり37日間にわたって

二目が繰り返した，これに対しpentazocineは1日

1回30mgの投与で有効であった．しかし・60mgを

筋注したことが3回あったが，痺痛の程度が強いと考

Table 4 Summary of cases treated with Pentazocine for a long period

Case No

1

2

Age ＆ sex l cause of pain Dose of Pentazocine           Period
Per day（maximum）1 Tota1

39 F 謝臨，i暁・朧1…m・・69・m・ll騨

艇M・1・dder・一
偵｣§・36・m・）麟鞭

3
ss M 11’ Bladder can．cerl ？O．vN36tO，・mMeg（90mg）

4

5

    i Testicu！ar
26 ）！vt［
     tumor

1嬬濃§（12・mg）

28M 結|台ula「
［3・～6毛mg
     （360mg）
1 1一一6 times
j

   k7days
s70mg m （16”5’i

1！アO

 mg
57days
（9）＊

7620 161days
 mgl （35）＊

Side effect

Nausea

Addiction

”！ Net number of days that pentazocine was adminlstered for．

えられたためであった．

 副作用としてときに嘔気を催すこともあり，また，

多くの場合筋注後睡眠に陥ったが，これは夜闘に投与

することが多かったためであるかもしれない．37日聞

に22回pentaz。cineを投与し，術創が完全治癒して

痺痛がほぼ消失したときに投与を中止したが，なんら

禁断症状を示すことはなかった．

 症例2：64才，男．膀胱癌末期．癌の局所浸潤が強

く，両尿管の狭窄を惹起したため両側尿管皮膚痩を設

置した，その後3ヵ月痙痛なく経過したが，右大腿に

放散する痺痛を訴えるようになったのでpentazocine

301ng筋注した．はじめ10日間は1日30mgの筋注に

より痙痛は押えられていたが，次の10日間は1回30mg

1日2回の投与が必要であった．投与：量はしだいに増

加し，／回60mgを1日4～6回投与しないと耐えら

れない状態となった，67日間でpentazocineの投与

を中止し，morphineに変更した． morphineは1回

10mg 1日3回程度投与することにより鎮痛効果が得

られた．

 この間，精神的にも身体的にも癌の運行による衰弱

以外にpentazocine投与によると思われる副作用は

認められなかった，pentazocine投与により，筋注後

半2時間はほとんど確実に睡眠に入ったが，それ以外

のときには1眠れない状態であったが，疹痛のためか

pentazocineの作用であったか判定でぎなかった．

 症例3；55才，男．膀胱癌末期．癌浸潤のため両側

尿管皮膚綾を設置した．下肢放散痛あり通常の鎮痛剤

で1カ月間は経過した．その後はpentazocine 30mg

1日2～3回とmeperidine 35mg 1回2～3回の投

与を2～3日の間隔で交互に行なった．両者の鎮痛効

果には顕著な差異は認めなかった．副作用と思われる

症状は観察されなかった．

 症例4：26才，男，峯丸リソバ肉腫末期．肉腫の骨

盤内転移拡大により右大腿の麻痺をおこし強い腰痛を

訴えていた．通常の鎮痛剤が無効になったため4日間

morphine 7～10mgを1日2～3回筋注していたが，

pentazocineに変更した．60mgを1日2～4回筋注

することにより痙痛は緩解した。そのこ神経ブロック



542 竹内：新鎮痛剤Perltazocine

が効果を示したのでpentazocineの投与は9日間で

中止した．pentazocine投与による副作用は認めなか

った．

 症例5：28才，男．前立腺肉腫末期．肉腫の局所性

拡大浸潤により会陰部に強い持続挫癒痛を訴えてい

た．脊椎神経根のブロックを行なったが完全でなく，

癒痛は持続した．これに対しpentazocineを投与し

た．pentazocine 60mg 1日3～4回筋注によりほぼ

痙痛の緩解をみたが，ときに6回投与しなければなら

ないこともあった．しかし，60mg 6回投与した翌日

には60mg 2回でよいこともあり， pentazocine投

与回数は純粋に癒痛の強さの程度によるものと思われ

た．ユ5日間連続pentazocine投与後morphineに変

更したが10mg 1日4回筋注の必要があった．また，

morphineを／4日間連日使用後pentazocineに変更

したが，投与量は60mg 1日4回で同程度の鎮痛効

果が得られた．このあとpentazocineは10日間使用

し，ふたたびmorphineに変え14日後には患者は死亡

した．これら薬剤の変更によって精神的身体的変化を

認めなかった．

考 按

 pentazocineの鎮痛作用についての動物実験

はすでに数多く報告されている．ラットを用い

たtai1－flick procedureや，マウスによるhot－

plate procedureによってはその鎮痛効果は認

められていないが（Harris，！964），ラットを用

いた且inch－jump procedureによってはmor－

phineの1／4～1／5の鎮痛効果があることが示

されている（Evansら，1964）．臨床応用とし

ては，癌の慢性疹痛（Beaver，1966），術後回

復室での痙痛（Finestoneら，1966），その引

手術後の痙痛に対してpentazocineを使用し，

morphineに匹敵するという成績は数多く得ら

れている．泌尿器科領域においても，各種の手

術面諭痛および内視鏡検査にもとつく歯痛に使

用してじゅうぶんな鎮痛効果があると報告され

ている （Anderson，1966；Wilkey，1967な

ど）．これらの報告は，その対象が異なるから

一一一・≠tにはいえないが， pentazocine 30mg使用

により低いもので80％，高いもので95％に有効

であるという．著者の成績でも93％有効であり

大よそその成績は一致しているといえる．

 鎮痛効果のmeperidineあるいはmorphine

との比較では，著者の反復使用群からの成績か

らするとpentazocine 30mgはmeperidine 35

mg， pentazocine 60mgはmorphine 10mgに

相当するものと思われる．しかし，2重盲検法

による評価では， pentazocine 30mgはmor－

phine 10mg（Keatsら，1964：Cassら，1964），

あるいはmeperidine 75～100mg（Sadoveら，

ユ964，ユ965）に匹敵する鎮痛効果があるといわ

れ，著老の成績はこの大よそ半分の効果という

ことになる．

 pentazocine筋注後鎮；痛効果が発現す’るまで

の時間は，著明な効果のある場合には20分以内

と考えられ，痛みの程度に対して投与量の少な

い場合にはそれよりも遅れて効果が現われるも

のと思われる．また，効果の持続時聞は手術後

の二丁に対する1回投与では一律に30mg投与

としたこともあって2時間有効であったと観察

されたものが多いが，悪性腫瘍による持続的な

強い丁丁に対する効果からすると有効量の投与

が行なわれていれば4時間は効果が持続すると

考えられる．

 pentazocine投与による副作用は，多くの報

告者が記載しているところと同じく，悪心嘔吐

が最も多く両者で10こ口近くに及んでいる。しか

し，安静にしている患者ではこの訴えは少な

い．したがって，入院患者．には安心して使用で

きるが，pentazocine投与後歩行をするような

外来患者に対する使用は注意を要する．同様の

ことは，pentazocine投与後ほとんどすべての

患者が鎮静状態と睡気があることからもいえ

る．しかし，これらは術後の患者にとってはむ

しろ望ましいことでもある．

 pentazocineの耽溺性および禁断現象につい

ては，長期連用症例においても観察されなかっ

た．ただpentazocineを投与していて急に中

止した症例1では，pentazocine投与；期間が19

日，投与総量が690mgと比較的少ないことも

あって何らこれらの症状が発現しなかったのか

もしれない．他の症例では，疹痛の原因が除か

れることがなかったからpentazocineを中止し

ても，それにかわってmorphineまたはmep－

eridineを投与したためこれらの症状が観察さ

れなかったとも考えられる．



結 語

・竹内：新鎮痛剤Pentazocine

 泌尿器科領域の疹痛に対してpentazocineを

使用した成績は大よそ次のように要約すること

ができ・る．

 （1）pentazocineの鎮痛効果は，筋注した場

合30mgでmeperidine 35mgに，60mgは
morphine 10mgに相当するものと判断され
た．

 （2）pentazocineの効果は有効な場合には，

20分以内に発現し2時間以上4時間程度持続す

るものと思われた．

 （3）pentazocineによる鎮痛効果以外の作用

で最も多いものは鎮静作用と催眠作用であり，

術後の疹痛に使用する場合には好都合である

が，外来患者に対しては使用上注意を要する．

 （4）副作用は概して少なく，悪心，嘔吐が10

％程度あるが安静を保てば防ぎうるものと思わ

れた．．その他の副作用は1％以下であった．

 （5）pentazocineの耽溺性，精神変容作用の

観察された症例はなかった．

 （6）以上のことから，pentazocineは泌尿器

科手術あるいは器械操作による痙痛，または結

石性あるいは癌性疹痛など泌尿器科領域におい

て遭遇する痺痛に対して安心して使用できる薬

剤と考えられた．
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